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二

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
関
係

育
児
休
業
等
の
対
象
と
な
る
子
に
つ
い
て
、
特
別
養

子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た
者

で
あ
っ
て
、
職
員
が
現
に
監
護
す
る
も
の
、
里
親
で
あ

る
職
員
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
の
う
ち
、
当
該
職
員

が
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て

い
る
者
等
を
含
む
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条

第
一
項
関
係
）

三

一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
関
係

１

子
の
養
育
を
行
う
職
員
で
あ
っ
て
、
職
員
の
申
告

を
経
て
日
曜
日
及
び
土
曜
日
に
加
え
て
週
休
日
を
設

け
、
及
び
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
る
職

員
に
関
し
、
そ
の
対
象
と
な
る
子
に
つ
い
て
、
二
と

同
様
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
第
四
項

関
係
）

２

介
護
休
暇
は
、
職
員
が
要
介
護
者
の
介
護
を
す
る

た
め
、
各
省
各
庁
の
長
が
、職
員
の
申
出
に
基
づ
き
、

要
介
護
者
の
各
々
が
当
該
介
護
を
必
要
と
す
る
一
の

継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
三
回
を
超
え
ず
、
か
つ
、

通
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
指
定
す
る
期

間
内
に
お
い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
と
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
二
〇
条
関
係
）

３

職
員
が
要
介
護
者
の
介
護
を
す
る
た
め
、
要
介
護

者
の
各
々
が
当
該
介
護
を
必
要
と
す
る
一
の
継
続
す

る
状
態
ご
と
に
、
連
続
す
る
三
年
の
期
間
内
に
お
い

て
一
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
き
勤
務
し
な
い
こ

と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休

暇
を
新
設
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
〇
条
の
二
関

係
）

四

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
、
給
与
及
び
勤
務

時
間
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
関
係

１

第
一
号
任
期
付
研
究
員
に
適
用
す
る
俸
給
表
の
一

号
俸
及
び
二
号
俸
並
び
に
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に

適
用
す
る
俸
給
表
の
俸
給
月
額
を
改
定
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
六
条
関
係
）

２

期
末
手
当
の
改
定

一
二
月
期
の
支
給
割
合
を
一
〇
〇
分
の
一
六

七
・
五
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
法
第
五
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
第
七
条
第
二
項
関
係
）

六
月
期
の
支
給
割
合
を
一
〇
〇
分
の
一
六
二
・

五
に
引
き
上
げ
、
一
二
月
期
の
支
給
割
合
を
一
〇

〇
分
の
一
六
二
・
五
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し

た
。（
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
第
七
条

第
二
項
関
係
）

五

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
関
係

１

特
定
任
期
付
職
員
に
適
用
す
る
俸
給
表
の
一
号
俸

及
び
二
号
俸
の
俸
給
月
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
七
条
第
一
項
関
係
）

２

期
末
手
当
の
改
定

一
二
月
期
の
支
給
割
合
を
一
〇
〇
分
の
一
六

七
・
五
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
法
第
七
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
第
八
条
第
二
項
関
係
）

六
月
期
の
支
給
割
合
を
一
〇
〇
分
の
一
六
二
・

五
に
引
き
上
げ
、
一
二
月
期
の
支
給
割
合
を
一
〇

〇
分
の
一
六
二
・
五
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し

た
。（
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
第
八
条

第
二
項
関
係
）

六

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行

う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
関
係

１

行
政
執
行
法
人
の
職
員
は
、
要
介
護
家
族
の
介
護

を
す
る
た
め
、
行
政
執
行
法
人
の
長
が
職
員
の
申
出

に
基
づ
き
、
要
介
護
家
族
の
各
々
が
当
該
介
護
を
必

要
と
す
る
一
の
継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
三
回
を
超

え
ず
、
か
つ
、
合
算
し
て
九
三
日
を
超
え
な
い
範
囲

内
で
指
定
す
る
期
間
内
に
お
い
て
休
業
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
一
条
第
三
項
及
び
第

四
項
関
係
）

２

行
政
執
行
法
人
の
職
員
は
、
要
介
護
家
族
の
介
護

を
す
る
た
め
、
要
介
護
家
族
の
各
々
が
当
該
介
護
を

必
要
と
す
る
一
の
継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
連
続
す

る
三
年
の
期
間
内
に
お
い
て
一
日
の
勤
務
時
間
の
一

部
に
つ
き
勤
務
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。（
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
第
六
一
条

第
二
八
項
〜
第
三
〇
項
関
係
）

七

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。
た
だ
し
、
二
、
三
及
び
六
は
平
成
二
九
年
一
月
一

日
か
ら
、
一
の
２
、
３
並
び
に
４

及
び

、
四
の
２

並
び
に
五
の
２

は
平
成
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
し
、
一
の
１
及
び
４

、
四
の
１
並
び
に
五
の
１
は

平
成
二
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
法
律
第
八
一
号
）（
内
閣
官
房
）

１

俸
給
月
額
の
改
定

秘
書
官
の
俸
給
月
額
に
つ
い
て
、
一
般
職
の
職
員
の

給
与
改
定
に
準
じ
て
改
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
別
表

第
三
関
係
）

２

期
末
手
当
の
改
定

内
閣
総
理
大
臣
等
（
秘
書
官
を
除
く
。）の
期
末
手

当
に
つ
い
て
、
一
二
月
期
の
支
給
割
合
を
一
〇
〇
分

の
一
七
五
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
法
第
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
第
七
条
の
二
関
係
）

内
閣
総
理
大
臣
等
（
秘
書
官
を
除
く
。）の
期
末
手

当
に
つ
い
て
、
六
月
期
の
支
給
割
合
を
一
〇
〇
分
の

一
五
五
に
引
き
上
げ
、
一
二
月
期
の
支
給
割
合
を
一

〇
〇
分
の
一
七
〇
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
法

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
第
七
条
の
二
関

係
）

３

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。
た
だ
し
、
２

は
平
成
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
し
、
１
は
平
成
二
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
こ

と
と
し
た
。

◇
国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
八
二
号
）（
国
会
）

１

国
会
議
員
の
秘
書
の
給
料
月
額
を
改
定
す
る
こ
と
と

し
た
。（
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
関
係
）

２

平
成
二
八
年
一
二
月
期
の
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を

改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

後
の
第
一
五
条
関
係
）

３

平
成
二
九
年
度
以
後
の
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を
改

定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
第
一
五
条
関
係
）

４

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
１
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と

し
た
。
た
だ
し
、
３
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
九
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
国
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
法
律
第
八
三
号
）（
国
会
）

１

育
児
休
業
、
育
児
短
時
間
勤
務
及
び
育
児
時
間
の
対

象
と
な
る
子
に
つ
い
て
、
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ

い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
国

会
職
員
が
現
に
監
護
す
る
も
の
、
児
童
福
祉
法
第
二
七

条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
四
第

一
項
に
規
定
す
る
里
親
で
あ
る
国
会
職
員
に
委
託
さ
れ

て
い
る
児
童
の
う
ち
、
当
該
国
会
職
員
が
養
子
縁
組
に

よ
っ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
そ
の
他

こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
し
て
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し

て
定
め
る
者
を
含
む
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三

条
第
一
項
関
係
）

２

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の
強

化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
八
四
号
）（
厚
生

労
働
省
）

１

公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の

強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
期
日
を
平
成
二
九
年
八
月
一
日
と
す
る
こ

と
と
し
た
。（
本
則
関
係
）

２

平
成
二
九
年
八
月
一
日
か
ら
社
会
保
障
の
安
定
財
源

の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め

の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
附
則
第
一

条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の

間
は
、
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機

能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
附
則
第
三
条
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。）の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第

二
項
関
係
）

３

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
政
令
第
三
五
三
号
）（
総
務
省
）

一

地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

（
第
一
条
関
係
）

１

公
立
大
学
法
人
に
よ
る
出
資
に
つ
い
て
、
出
資
の

対
象
と
な
る
者
が
実
施
す
る
大
学
及
び
高
等
専
門
学

校
に
お
け
る
技
術
に
関
す
る
研
究
の
成
果
の
活
用
を

促
進
す
る
事
業
の
範
囲
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
地

方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
第
四
条
関
係
）

２

学
長
を
理
事
長
と
別
に
任
命
す
る
公
立
大
学
法
人

が
設
置
す
る
大
学
に
お
い
て
、
学
長
の
申
出
に
基
づ

き
理
事
長
が
任
命
等
を
行
う
当
該
大
学
に
附
属
さ
せ

て
設
置
す
る
学
校
の
教
員
の
範
囲
を
定
め
る
こ
と
と

し
た
。（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
第
一
七
条
関

係
）

３

公
立
大
学
法
人
に
よ
る
設
立
団
体
以
外
の
者
か
ら

の
長
期
借
入
金
及
び
債
券
の
発
行
に
つ
い
て
、
対
象

と
な
る
土
地
の
取
得
等
の
範
囲
を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
第
一
八
条
関

係
）

４

公
立
大
学
法
人
に
よ
る
設
立
団
体
以
外
の
者
か
ら

の
長
期
借
入
金
及
び
債
券
の
発
行
に
つ
い
て
、
借
換

え
の
対
象
と
な
る
長
期
借
入
金
又
は
債
券
の
範
囲
等

を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
施

行
令
第
一
九
条
関
係
）

５

公
立
大
学
法
人
に
よ
る
設
立
団
体
以
外
の
者
か
ら

の
長
期
借
入
金
及
び
債
券
の
発
行
に
つ
い
て
、
そ
の

他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
地
方
独
立

行
政
法
人
法
施
行
令
第
二
〇
条
〜
第
三
〇
条
関
係
）

二

そ
の
他

公
立
大
学
法
人
が
設
置
す
る
大
学
に
附
属
さ
せ
て
学

校
を
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
関

係
政
令
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二

条
〜
第
一
二
条
関
係
）

三

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
及
び
特
定
都
市
再
生
緊
急
整

備
地
域
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政

令
第
三
五
四
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
と
し
て
新
た
に
羽
田
空
港

南
・
川
崎
殿
町
・
大
師
河
原
地
域
を
定
め
る
等
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

特
定
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
と
し
て
新
た
に
羽
田

空
港
南
・
川
崎
殿
町
・
大
師
河
原
地
域
を
定
め
る
等
す

る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。


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